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【一般講演4】 第13席 隔物灸－その2・隔塩灸－

神奈川 上田 善信

演者は一昨年の本学会において、隔物灸の第一報として隔蒜灸について発表を行った。今回はその第2

報として隔塩灸をとりあげ、明清代までの扱われ方を検討する。

現在用いられている隔塩灸は臍にだけ施灸されるもので、神闕灸とも称されている。具体的には、中国

では乾燥させた食塩を臍中に盛って平らにし、生姜の切片を載せた上に艾炷を置き施灸するが、日本や韓

国では生姜は用いない。施灸は回陽救逆を目的として、急性腹痛、吐瀉、痢疾、四肢厥冷等の症状に使用

する（『灸具灸法』、科学文献出版社、2004年）。

隔塩灸は隔蒜灸と同様に『肘後備灸方』から始まるもので、巻二・治卒霍乱諸急方第十二「又方、以塩

内臍中上、灸二七壮」と巻七・治卒青蛙蝮虺衆蛇所蟄方第五十六「徐王治毒蛇。又方、嚼塩唾上記灸三壮、

復嚼塩唾之瘡上」の二条が見られる。

塩の使用法も単品だけを用いるのではない。『医心方』巻第十二・治気淋方第五では「醋」との混用が

見られ、その後も『太平聖恵方』では巻第四十七に「小蒜」、巻第五十八に「鼓」との混用、『婦人大全良

方』では巻之三十三に「葱」との混用が見られる。

『肘後備灸方』以来の外科疾患に対する施灸は、『千金方』『外台秘要方』等にも見られるが、北宋の『聖

錄済総 』巻第一百三十三・冷瘡を最後に見られなくなる。これ以降、臍中以外への施灸も見られなくなる。

一方、霍乱に対する施灸は、初出以来、明清代までよく用いられ、更に『千金方』巻二十一・淋閉第二で

気淋に対して用いられて以降は、淋閉や小便不通等の病證にも使用されるようになり、これらの病證に対

する施灸が隔塩灸の中心となってくる。また南宋になると小児科（『小児衛生総微論』）、婦人科（『婦人大

全良方』）にも見られるようになるが、大筋では北宋までの施灸法が明清代まで続いているといえる。
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